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最近５年間（2007-2011 年）の丹沢トレッキングクラブの歩み

ＴＴＣ１５周年記念誌編集委員会編著

１．まえがき

1997 年 3 月に 11 人の発起人によって旗揚げした

丹沢トレッキングクラブ（略称：TTC）は、神奈川県

県央地区をフランチャイズとする地域山岳同好会と

して活動を続け、今年で創立15周年を迎えた。５年

前の2007年3月に10周年記念誌「やまなみNo.2」

を発行し、その冒頭を飾る記事として、クラブ創立

の経緯や活動の基本方針、並びに10年間の活動内容

について「丹沢トレッキングクラブ１０年間の歩み」

としてまとめ掲載した。これは、TTC 創立メンバが

掲げた高い理想と活動の記録を後輩メンバに正しく

伝えたいとの思いから編集されたものである。本文

はその続編を成すものであり、1997 年から 2011 年

の最近5年間のTTCの活動状況について、種々のデ

－タを整理してわかりやすく図表にまとめ、その活

動内容を正確に記述し、TTC の公式記録・活動の証

として、今後のTTCの活動に有効に役立てることを

目的に執筆・編集したものである。

２．活動の概要

最近５年間のTTCの主な出来事、イベント、トピ

ックス等について、表1にまとめて示した。なお、

活動分野毎の活動内容の詳細については、以下の各

項に述べる。

2.1 メンバ数の推移

TTC 創立 10 周年の節目を迎えた 2006 年、それま

で新規メンバの募集を積極的に実施してこなかった

こともあり、メンバの平均年齢が毎年ほぼ確実に１

歳上がり、クラブのアクティビティが目立って下が

り始めた。そこで、TTC 活動を今後どのような基本

方針で進めるべきか、世話人会で真剣に議論し、メ

ンバ全員にアンケ－トで意向を聞いた。その結果、

高い理想を掲げ、メンバのWillと絆を何よりも大切

にし、安全行動第一主義に徹底した活動で、この10

年間に築き上げた地域山岳同好会としての良き伝統

を新たな山岳同好の志に引き継いで行ってもらおう

という新方針が、メンバの圧倒的多数の支持によっ

て決定された。とは言っても、TTC のリ－ダ層の人

数等から、安全登山を担保しながら実施できる山行

パ－ティメンバ数の上限や受け入れた新人の指導・

育成能力等を総合的に判断すると、当面50名をメン

バ数の上限とした上で、新規メンバを受け入れるこ

ととし、ホ－ムペ－ジに新会員募集のコ－ナを常設

した。入会希望者があった場合は、至近の例会に出

席頂いて、クラブの雰囲気を実感して頂くとともに、

希望があればお試し山行等を経験した上で入会の手

続きをするようお薦めしている。
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最近５年間のTTCメンバ数（年度当初）の推移を

図１に、メンバの平均年齢の推移を図２に、また、

2011 年 10 月時点でのメンバの年齢分布を図３に示

す。この５年間の年度当初時点での現役メンバ数は

37～47 名で、2012 年 1 月現在、49と TTC 発足以来

最多のメンバ数まで増えている。男女比率では、男

性が 18～22 名ほぼ一定であるのに対し、女性が 19

～28名とに過半数を占める。この他に休会中のメン

バが毎年5～8名在籍している。メンバの平均年齢は

61.1歳(07年)～59.8歳(11年)で推移している。新

規入会者の大半は、当クラブのホ－ムペ－ジを閲覧

し、当クラブの活動方針や活動内容に共感して入会

を希望され、当クラブに問い合わせを戴いた方であ

る。メンバの居住地は、厚木市が最多で、その他、

愛川町、秦野市、平塚市、大磯町、茅ヶ崎市、海老

名市、座間市、相模原市、横浜市、川崎市、町田市

と神奈川県県央地区以外にも広がりを見せている。

図２．メンバ平均年齢の推移
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図３．ＴＴＣメンバの年齢構成
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現役メンバ49名の年齢構成は、図３に示すように、

20 代後半から 80 歳まで分布しており、その内、50

歳代前半から70歳前半が主力メンバである。最多年

齢層である 70 歳前半の大半は、15 年前の TTC 設立

以来のメンバである。15 年前 33 名の同志で発足し

たTTCであるが、約半数の16名が現役メンバとして

残っており、それらメンバの大半が70歳を迎えた。

当クラブ最年長は 80 歳の創立時からの女性メンバ

である。50歳代の後輩メンバに負けず劣らないパワ

－とスピ－ドの持ち主で、当クラブ主催山行に活発

に参加されており、生涯現役を貫く手本として、メ

ンバ全員から尊敬され目標になっている。当クラブ

の弱点は、30歳代の若いメンバが欠けていることで

ある。今後TTCをより活性化するためにも、この年

齢層に加入頂けるような対策が必要である。

2.2 TTC主催山行

2004年度に、TTC主催山行の形式を、定例山行と

メンバ提案山行の2種類に整理し、以来今日まで、

この分類のもと山行を計画立案して実施している。

定例山行は、概ね毎月１回TTCメンバならどなた

でも無理なく参加できるレベルの山域・行程を選び、

日帰り山行を中心に、年2～3回の1泊2日行程での

宿泊山行も加えて実施している。毎年12月第３週末

に実施される 12 月例会を兼ねた温泉泊での忘年山

行も恒例になっている。定例山行では、その趣旨か

ら参加希望のメンバ全員が参加出来るよう交通手段、

宿泊先確保等にも留意して立案・実施している。

一方、メンバ提案山行は、メンバの多様なニ－ズ

に応える山行として、メンバから提案・計画されて

実施されるもので、天幕縦走や中級程度までの沢遡

行、丹沢山域でのバリエ－ションル－トの縦走等の

比較的レベルの高い山行から、お花見やお月見、ダ

イヤモンド富士、氷瀑鑑賞、鍋パ－ティ山行、スノ

－ハイキングやテレマ－クスキ－山行、シニアメン

バの要望で 2011 年度に創設された温泉をメインに

した♨（ゆ）った～り山行等、種々のイベントを含

む多彩な内容の山行が実施されている。メンバ提案

山行では、山行内容やコ－ス、日程は勿論、パ－テ

ィメンバの募集定員やメンバの実績等を考慮しての

応募資格設定、パ－ティスタッフ指名等の権限は、

原則として提案者に任されているところが定例山行

と大きく異なる点である。

ただし、どちらの形式の山行であっても、計画が

立案できた段階で、山行計画係の責任者が、主とし

て安全登山の観点から内容をチェックし、計画の不

備や不十分な箇所があれば、その是正や手直しのア

ドバイスを行っている。このようにして山行計画書

の完成度を高めたうえ、TTC 統一フォ－マットに則

った山行計画表にまとめられているので、TTC 主催

山行である限り、その計画書の品質は一定レベル以

上に維持されている。完成した山行計画書は、電子

ファイルでメンバ全員に配付されたうえ、実施 2～

3 ｹ月前の例会で内容の説明を兼ねて提案される。次

回の例会等で参加希望者を募り、その応募者の中か

らパ－ティスタッフを決定する。チ－フリ－ダ（Ｃ

Ｌ）は計画立案者が担当するのが一般的だが、別な

メンバがＣＬを担当する場合もかなりある。定例・

提案の何れの山行であっても、山行計画書の内容を

とくに安全面を中心にTTCとしての合格レベル以上

にまで仕上げ、TTC が主催する山行として計画から

実施まで一貫して責任を負う体制を明確に定めてい

る。なお、この5年間に計画・実施されたTTC主催

山行(定例山行及びメンバ提案山行)の実施状況につ

いては、本文の付属資料として添付されているので、

そちらをご覧いただきたい。

また、TTC では「山行計画の立案／山行の実施／

山行記録のまとめ」を山行に関わる一連の行為と位

置づけ、山行計画書とともに、山行記録の作成にと

くに力を入れている。詳細かつ正確な山行記録は、

当クラブにとって最大の財産であり、次回に品質の

高い山行計画書を立案する際にもっとも信頼の置け

る最大・最高の参考資料として大いに威力を発揮し

ている。従って、山行実施後速やかにTTCの統一フ

ォ－マットに則ったクオリティの高い山行記録表に

まとめられ、TTC メンバ全員に配付される。山行記

録表は担当ＣＬ、あるいはＣＬが指名した記録係に

よって作成される。なお、この5年間に作成された

TTC 主催山行の山行計画書並びに山行実施記録表は

「やまなみNo.3」の第3部：資料集2にまとめられ

ている。

この5年間のTTC主催山行の実施回数を宿泊山行

と日帰り山行に分けて図4に示す。2011年度は12
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図4.TTC主催山行実施回数の年度推移
(2011年度は12.30まで）

宿泊

日帰り

月末までのデ－タである。なお、このデ－タには悪

天候やその他の都合で中止された山行は含まれてい

ない。この間の年間実施回数は概ね30回前後であり、

毎月平均2.6回程度実施されていることになる。例

会開催日にはTTC主催山行は原則としてに実施しな

い。また、後立山リレ－山行のように6パ－ティが

ほぼ同時に行動するような山行も希にはあるが、基

本的に複数の山行を同一週末に実施することはほと

んど無い。また、山行は基本的に週末に実施され、

平日に実施することは少ない。従って、1 ヶ月ほぼ

４回ある週末のうち、例会が実施される１回を除く

3 回の週末のほとんどに TTC 主催山行が計画実施さ

れていることになる。図4からわかるように日帰山

行と宿泊山行の比率はほぼ半々である。

図5は年度毎の山行参加者数を日帰り山行と宿泊

山行に分けて示したものである。山行の実施回数は

ほぼ半々であっても、宿泊山行の方が参加者総数が

少ないので、宿泊山行の方がパ－ティメンバ数が少

ないことがわかる。ちなみに、年間山行実施回数35

回の最多の実績を残した2009年度のデ－タでみる

と、１山行当たりの平均パ－ティメンバ数は、日帰

り山行では15.9人、宿泊の山行では8.1人となって

いる。 

図5．TTC主催山行への参加者数／一人当たりの年間参加
回数（注:2011年度は12月末まで）
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図5にはまた、メンバ一人当たりの年間参加回数

の平均値も示してある。その値は8～10回の範囲内

で、年度によるバラツキは余りない。このデ－タか

ら TTC メンバの大半は毎月１回弱程度の頻度で TTC

主催山行に参加し、TTC の仲間とともに大自然の中

で登山を満喫していることがわかる。

図６に TTC 主催山行(計画されたが悪天候で中止

になった山行計画も含む)の交通アクセス手段を、定

例山行とメンバ提案山行に分けて、円グラフで示す。

なお、北海道まで飛行機で行き、現地はレンタカ移

動した場合は主要な交通機関である公共交通機関利

用に、また、登山口近くまでマイカで移動し、それ

以降タクシあるいは路線バスを利用した場合はマイ

カ利用に、往路はマイクロバスを利用し、帰路は公

共機関を利用した場合は往路のマイクロバス利用に、

それぞれ分類してある。

定例山行(63件）

公共交通
30%

ﾏｲｸﾛ/ﾊｲ
ｴ-ｽ
62%

ﾏｲｶ
2%

現地集合
6%

図6　ＴＴＣ主催山行の交通手段

特別な理由がない限り、参加を希望するメンバ全

員に参加戴けるよう計画立案することが原則の定例

山行では、定員約25人のマイクロバスあるいは参加

者が13名以下の場合は15人乗りハイエ－スのレン

タカを利用した山行が約62％と過半を占め、残りは

公共交通機関を利用した山行で､その比率は約 30％

である。それに対し、メンバの多様なニ－ズに対応

して、種々の山行形式でかつ比較的少人数のパ－テ

ィで実施されることが多いメンバ提案山行では、マ

イクロバス等のレンタカ利用山行が約40％、公共交

通機関利用が約23％である他、マイカ利用山行が約

36％を占める。TTC では、メンバが所有する車を山

行に参加するメンバが交代で運転するいわゆるマイ

カ利用山行は、交通事故のリスクが相当程度あり、

また、万一の場合の賠償責任等の事故処理に多大な

エネルギを要することが予想されることから、定例

山行ではマイカを利用しての山行は実施しないこと

にしている。しかし、パ－ティの人数が少ない場合、

費用が安価で済み、早朝や深夜に出発・帰着出来る

など、他の交通機関利用では容易に代替できないフ

提案山行(132件）

公共交通
23%

ﾏｲｸﾛ/ﾊｲｴ
-ｽ
40%
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レキシビリィティと利便性があることからマイカ利

用山行を推奨はしないものの容認している。しかし、

山行に利用できるメンバ所有マイカの中で、人身事

故は勿論、自然災害や自損事故による車両損傷等の

あらゆる種類のアクシデントが補償対象となる低リ

スクの自動車保険に加入しているマイカは意外と少

ないのが現状である。従って、単独での事故や落石

等の自然災害による自損事故等の補償対象外になり

やすい事故が発生してしまった場合は、マイカ所有

者とドライバだけに留まらず、同乗者や同行者にも

多額の費用負担が発生してしまうリスクは避けられ

ない。そこで、TTC ではマイカ利用山行での車両利

用規定を 2003 年度に定めた（表 4. 規約・規定集

リスト4項参照）。それ以降マイカ利用車両の規制、

事故時の責任並びに費用分担等に関し、その規定の

定めに従って運用しているが、交通事故による諸々

のリスクを解消する名案は正直見つからない。2011

年 7 月実施のマイカ利用山行において、TTC 初のマ

イカ自損事故が発生し、TTC 規定の初の適用ケ－ス

として先例となるため、メンバ間の費用分担等につ

いて関係者への事前了解と世話人会での事前承認等

慎重に処理された（表 5．ヒヤリ・ハット事例 8 項

参照）。

定例山行とメンバ提案山行を合わせたTTC主催山

行全体でみてみると、マイクロバス等のレンタカを

利用した山行が約50%（年間平均：18.4件）、公共交

通機関とマイカ利用山行がそれぞれ約 25％となっ

ている。レンタカによるマイクロバス並びに15人乗

りハイエ－ス利用山行では、当クラブメンバで普段

から大型バスの運転を職業としているＩさんに TTC

専属ドライバとしてすべて運転をお願いしている。

早朝厚木を出発し、厚木市内を中心に要所々々5～6

箇所でメンバをピックアップした上、片道 100～

250km を運転して、登下山口に送って頂いた上、下

山するまで長時間待機して頂いたり、あるいは、下

山口までレンタカを回送したうえで長時間待って頂

いたりしている。また、メンバが下山するまで１～

２泊麓の宿で待機して頂く場合も多い。また、下山

してくるメンバのために、冷えたビ－ルや飲み物を

用意して頂き、下山してすぐに渇いた喉を冷たい飲

み物で潤す、何とも有難いサ－ビスを提供して頂い

ている。また、メンバが疲れた身体でマイカを運転

して帰るという辛さや交通事故発生リスクもないこ

とから、レンタカ利用山行に対するニ－ズが非常に

高く、TTC主催山行の約50％が専属ドライバ運転に

よるマイクロバスやハイエ－ス利用山行という実績

に繋がっている。このように、Ｉドライバの存在無

くして TTC 主催山行は実施できないほど、TTC にと

って重要かつ掛け替えのない存在になっている。

2007年 3月に、TTC創立後第1回山行を実施した

思い出の地、丹沢三ノ塔ヨモギ尾根にて、31名のメ

ンバに加え、TTC 主催山行で 2 度の出会いがあった

みなみらんぼうさんと玉川アルプホルンのメンバ等

７名をゲストに迎えての 10 周年記念イベント山行

と鶴巻温泉での夕べの宴を盛大に催した。また、2007

年度は、南北アルプスは勿論、北海道から九州まで、

全国各地においてTTC主催山行が活発に展開された。

2008年度は、奥秩父山系での2泊行程での天幕縦

走や旭岳～トムラウシへの大雪山系での4泊5日行

程での天幕大縦走等の他、7 月に実施した北ア白馬

岳～朝日岳縦走山行で、TTC 主催山行として日本百

名山全山登頂を果たした。

2007年3月、TTC創立10周年を記念した登山がTTC発足後最

初に登った丹沢三ノ塔ヨモギ尾根コ－スで盛大に実施された。

2009年度には、鷹の巣尾根と恋の岐川遡行コ－ス

からの平ｶﾞ岳集中登山、3泊4日行程での東西50km

にわたる丹沢山塊大縦走等の意欲的な山行の他、北

海道、東北、上信越、南北アルプス等の各地で活発

な山行が実施された。

2010年度では、TTC初となる北ア槍・穂高岳縦走

における大キレット越えの他、丹沢大山北尾根から

浅間尾根までの南北約30kmに及ぶ大山山塊大縦走、

静岡・山梨県境の天子山塊25kmに及ぶ天幕縦走等の

バリエ－ションル－ト山行、西丹沢での読図山行や

相模川河原での芋煮パ－ティ等のイベントも盛んに

実施された。

2011 年度は TTC 創立 15 周年を記念したイベント

山行として、5月に6コ－ス／総勢30名参加による

地元大山での集中登山を実施した他、７月には北ア

ルプス後立山山域の白馬岳～五龍岳～鹿島槍岳～針

ノ木峠区間（総歩行距離約45km／累積標高差：登り

約4500m/下り約5000m、総歩行時間約42時間）にお

いて、6パ－ティ編成／総勢28名の参加を得てリレ

－登山を実施した。これは、本隊は5泊6日行程で、

各パ－ティは1～4泊で白馬大雪渓、八方尾根、遠見
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尾根等から登って、本隊と各パ－ティをタスキで繋

ぐリレ－登山である。6 パ－ティの見事な連携プレ

－によりTTCの絆のタスキを繋ぎ、白馬岳から針ノ

木峠までのリレ－縦走を見事成功させ感激を分かち

合った。また、シニアメンバの希望により、本年よ

り温泉泊を中心にした♨（ゆ）った～り山行が創設

され、２件が実施された。

2011年7月、TTC創立15周年を記念して北ｱﾙﾌﾟｽ白馬岳～針

ノ木峠間の後立山で6班に分かれてのﾘﾚ-登山が実施された｡

なお、TTC メンバの中に、登山を趣味として始め

た自身の足跡として、日本百名山を是非完登したい

という意向を持つメンバがかなりおり、創立8年目

の2005年頃から、TTCメンバの中に百名山全山完登

者が出始めた。2011年 12月現在、TTCメンバの日本

百名山完登者は表2に示すように、男性4名／女性

9名／合計13名に達している。

2.3 ＴＴＣ例会

TTC 活動基盤の一つに、毎月第 3 土曜日夜 19:30

～21:00 の時間帯に開催される月例会がある。開催

場所には主として厚木市睦合南公民館が使用される。

なお、3 月は第 2 土曜日に TTC 総会として、前年度

の活動報告や決算報告、次年度の活動方針、予算案、

年間山行計画、世話人等の選任・執行体制等クラブ

として重要な事項が審議・決定される。12月は忘年

山行の際に宿泊先で開催される。また、8 月は通常

夏休み休会としている。

例会では、山行計画の提案・説明、山行実施結果

の報告、山行の募集並びに当該山行のスタッフの決

定、世話人会報告をはじめ、TTC の重要案件はすべ

て報告され審議され、周知される。また、例会に先

立って、世話人会(18:00～18:30)と安全登山教室

(18:30～19:30)を開催している。

図7に最近５年間の例会への出席状況を示す。こ

の５年間、60％台の出席率で推移している。ここ最

近、厚木市以外のメンバが約30％まで増えたが、小

田急本厚木駅からバスで 20 分を要する例会会場ま

で足を運ぶのが物理的に大変ななか、出席率約60％

を維持しているのは、例会での情報収集、メンバ間

のコミュニケ－ション、安全登山教室での知識や技

術の習得等、有意義で楽しい時間であると多くのメ

ンバに評価していただいているものと考えている。

なお、欠席したメンバに例会での決定事項や議事内

容を正確かつ迅速に周知する手段として、例会議事

録を毎回作成し、電子ファイルにてメンバ全員に配

付している。

図7．例会出席者数と出席率の推移
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2.4 世話人会

表3に最近５年間の世話人とその担務を一覧にし

て示す。TTC ではクラブ創設以来、会長はおかず、

世話人による集団指導体制のもと、世話人全員一致

による民主的運営を基本に地域同好会としての活動

を行っている。登山経験が豊富で意欲のあるメンバ

に多数に新規入会頂いており、その中から新たに世

話人をお願いしている。2011年度現在の世話人は20

名に増え、TTC の執行部の一員として種々の担当分

野の活動に参画頂いている。世話人は原則として、

全員計画係に所属し、山行計画立案、山行時のリ－

ダ、山行記録書作成等の山行リ－ダとしての役割も

果たしてもらっている。TTC の対外的な代表者とし

ての世話人代表は、任期 1 年とし、2 期連続して勤

めて頂くことが慣例になっている。現世話人代表の
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Ｓ氏は、9代目の代表である。TTCの主要な役割であ

る会計係は現在 3代目／就任 5 年目、TTC 通信編集

責任者である広報係は3代目/就任10年目である。

TTC公式ＨＰの運用管理は2003年にサイトを立ち上

げて以来8年間、Ｋ氏がお一人で担当している。TTC

設立メンバ11人中、5人が世話人として残っている

が、70歳を迎えた設立メンバ並びにそれに準ずる主

要世話人で、ご本人から申し出があった3名の先輩

メンバには、顧問として世話人会に引き続き席をお

いて頂き、クラブの指導・助言をお願いしている。

世話人全員が集まっての定例世話人会は、毎月実

施される例会前の 30 分間と短い時間内で開催して

いるため、この中で十分議論して意思の疎通を図る

ことが困難である。このため、議題がある場合は、

随時電子メ－ルを利用した稟議により、世話人全員

の情報共有化と意志統一を図っている。また、例年

１月には、拡大世話人会を開催し、約半日かけて活

動の総括や次年度の活動方針、世話人体制と担務、

年間山行計画の世話人会案等を作成している。今回

の 15 周年記念誌制作の実務を担う編集委員も世話

人の中で分担頂いている。

なお、世話人会においてTTC活動の基本に関わる

重要な方針を決定する際や新たに発生した問題を解

決しなければならない際には、TTC 創立以来、世話

人全員の意見一致によって決定するプロセスを大切

にした民主的運営を基本にしている。また、TTC 創

立時に掲げたメンバの Will を何よりも大切にした

民主的運営を担保し、特定の世話人や執行担当者が
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恣意的に運用することがないよう、世話人会で定め

たクラブ活動の基本に関わる方針やル－ルを規約・

規定として文書に明文化して（表4参照）、当クラブ

のＨＰに掲載するなどして、広く公開周知している。

これら規約･規定が現状に合わなくなったり、見直し

が必要になった際は、前述したル－ルに則り、世話

人全員の合意を得た上、至近の例会に諮って、メン

バに承認頂くプロセスを経て適宜改訂・運用してい

る。

2.5 安全登山対策と遭難対策

当クラブではクラブ創設直後の南アルプス仙丈

ｶﾞ岳山行での骨折事故以来、安全登山第一主義を行

動規範として徹底し、メンバを山岳遭難事故で失っ

たり、大怪我を負うことがないよう、また、第三者

や家族・関係者に物理的・金銭的に迷惑をかけたり

することがないよう、事故発生防止に最大限の努力

を払うとともに、万一の事故の際の遭難対策につい

て取り決め、対応している。

安全登山対策の具体的対応策としては、a)山行計

画段階での山行計画の綿密な安全対策、b)大事故に

繋がるヒヤリ・ハット事例のメンバへの積極的な周

知と再発防止策の徹底、c）悪天候が予想される場合

のマイクロバス利用山行中止ル－ルの策定、d)定常

的な安全登山教室の開講、等を実施している。

a)に関しては、メンバ提案山行を含め、全てのTTC

主催の山行計画書は安全登山の観点から計画係を中

心に安全審査し、安全上不十分な箇所があればアド

バイスして、計画内容を訂正・補強してもらってか

らメンバに提案している。そのかわりTTC主催山行

の計画段階から実施後の総括までの一連の流れの中

で、不都合や問題が生じた場合は、世話人全員の共

同責任によって問題解決に当たることを基本にして

いる。

b)に関しては、軽重の差異はあるものの、山岳遭

難や骨折・怪我・疾病等の突発事故のリスクは必ず

伴う。また、重大な事故の陰には、事故の芽となる

ヒヤリ・ハット事例が多数発生することは避けられ

ない。そのような観点から、TTC では、ヒヤリ・ハ

ット事例が発生した場合、見過ごすことなく、積極

的に事例をメンバに公開周知して、再発防止に役立

てることを基本方針にしている。表5は、この5年

間に発生した主なヒヤリ・ハット8例のリストであ

る。とくに2010年夏季のビック山行において、3件

の深刻なヒヤリ・ハット事例が立て続けに発生した

ことから、ヒヤリ・ハット報告様式を定型化・制度

化して、発生状況と是正策について、メンバ全員に

すぐさま周知するとともに、ＨＰの会員限定ペ－ジ

にその情報を公開して、情報の共有化を図り再発防

止に資するよう努力している。なお、最近5年間に

TTC 主催山行中に発生した事故を表 6 に示す。足小

指骨折と左肩関節脱臼の各1件で、前者はＳＬが付

き添って下山・帰宅後医療機関を受診して治療。後

者は現場で応急処置後、ＳＬが付き添って自力下山

し、救急車をお願いして地元救急指定病院で応急処

置を受けたが、幸いなことにいずれも軽度な怪我で

済んだ。創立時から10年間で3件の骨折事故があり

(詳細は１０周年記念誌[やまなみ No.2]掲載｢10 年

間のTTCの歩み｣参照)、これを合わせると15年間で、

5件の骨折･脱臼事故が発生したことになるが、何れ

の場合も、TTC パ－ティメンバで自力解決している

ので、山中で地元県警ヘリコプタの救助要請や、山

岳救助隊・山小屋関係者等のお世話になったことは

まだない。従って、毎年警察庁から発表される山岳

遭難事故統計に数えられる事故は、TTC ではこれま

で1件も発生させていない。ただし、この15年間に

実施したTTC主催山行への参加メンバの延べ人数は

約5900人であることから、軽度であるとはいえ、TTC

主催山行での骨折等の事故発生確率は 1180 分の 1

と計算される。同種の山岳同好団体のそれと直接比

較できるデ－タを知らないので、TTC の事故発生確

率の実績値の是非を論ずることはできないが、相当

低い数値を維持できているのではないかと推定して

いる。

c)に関して、悪天候の天気予報に際しての山行実

施可否判断は、担当ＣＬの判断に委ねられている。

公共交通機関利用やマイカ利用山行であれば、実施

日前日まで天気予報の状況を見定めてから、可否判

断をすることが容易である。しかし、TTC 主催山行

の約 50%を占めるレンタカを利用したマイクロバス

山行の場合、キャンセル料なしで、直前に気軽に中

止にすることは困難であったため、ＣＬは悪天候の

際の代替え案を準備しなければならず、これが、担

当ＣＬの精神的負担を大きくし、ＣＬの引き受け手

を少なくしている原因の一つになっていた。レンタ

カ会社とＩドライバの交渉により、2009年度から悪

天候を理由にした実施 3 日前の営業時間帯(8:00PM

まで)にキャンセルをお願いすれば、キャンセル料な

しで中止できるル－ルが確立できた。これ以降、実

施3日前時点の天気予報が悪天候である場合は、躊

躇することなく中止判断できるようになったのは、

レンタカ利用山行においても安全登山第一主義を実

践できるようになった点で大きな前進である。図８

に天候並びに立案者やＣＬの都合等のその他の理由

によって中止になった山行件数の年度推移を示す。



TTC 15 周年記念誌 第１部／最近 5年間の TTC の歩み

10 

3

1 6

2

5

5

2

6 9

4

0

2

4

6

8

10

12

14

中
止

回
数

（
件

）

07 08 09 10 11

年度

図8.中止山行件数の年度推移

その他

悪天候

年度によって異なるが、悪天候による中止は年間 2

～9 件前後である。また、山行実施中あるいは実行

直前に天候あるいは現地アクセス道路の崩壊等のア

クシデントで、撤退ないし中止あるいは行き先を臨

機応変に変更したビック山行の代表例を表7に示す。

トムラウシ山頂を踏めば、日本百名山全山登頂を達

成するメンバが参加していたとしても、パ－ティメ

ンバの安全が確保できないとリ－ダが判断すれば、

頂上走破を潔く諦めて撤退する等、TTC には安全第

一主義を行動規範とするカルチャが根付いている。

d)メンバに対する安全登山に関する知識・技術・

意識を向上させるため、TTCでは1999年から例会開

催に合わせ安全登山教室を定期的に開催し、その向

上に努めている。最近5年間の開催状況を表8に示

す。安全登山教室のテ－マは、登山の生理学、地図

と磁石の使い方、山の気象学、計画立案方法、歩行

時間予測法、救急救命法、ロ－プワ－ク等の基礎的

知識の勉強の他、トムラウシでの大量遭難事故の状

況学習や山岳遭難事例の研究、外部講師を招いての

丹沢山塊の生い立ち、地元救急救命隊による救急救

命蘇生法の実技訓練等、多方面にわたり、年間7～8

回実施している。講師は世話人が交代で担当し、手

作りのテキストを準備したり、既存の資料を利用し

たりと、工夫を凝らしている。安全登山教室を効率

的に実施する上での悩みとして、受講者にベテラン

メンバと新人メンバが混在しているため、全てのメ

ンバのレベルに合わせた講義内容を選択することが

実行上困難なことである。従って、ベテランメンバ

には分かり切った初歩的な知識を繰り返し講義する

羽目になり、反対にベテランメンバが興味のある話

題にすると新人メンバに理解してもらえない恐れが

多い等の悩みを抱えながら、試行錯誤を繰り返して

継続実施している。

次に当クラブの遭難対策の具体例について述べる。

まず第一に、メンバ全員に山岳遭難保険加入を義務

づけていることである。当初、団体活動中の傷害・

入院・通院・死亡を補償対象にした団体スポ－ツ保

険と日本山岳協会共済会の中高年登山者を対象にし

た軽登山対応の遭難捜索保険の２種類の山岳保険に

加入していた。ところが、軽登山対応の山岳保険は、



TTC 15 周年記念誌 第１部／最近 5年間の TTC の歩み

11 

保険掛金が安い反面、アイゼンを装着しての登山や、

山中での疾病発病に起因した救助等は補償の対象外

であるなど、TTC の活動実態に合わない内容である

ことから、2008年に全面的に見直しを実施した結果、

軽登山対応の遭難捜索保険からあらゆるリスクにも

対応する日本山岳協会共済会の山岳遭難捜索保険Ｂ

型に変更した（表 9 参照）。また、2010 年度に再度

見直しを行い、日本山岳救助機構JROがすすめる全

く新しい発想の遭難救助互助制度にも選択加入でき

る制度に改めた。2011年現在、従来の日本山岳協会

共済会の山岳遭難捜索保険加入者は 16 名、新規の

JRO加入者は31名である。

なお、過去15年間のTTC主催山行中に発生した山

岳事故5件のうち、スポ－ツ保険の補償を受けたケ

－スは４件であるのに対し、遭難捜索保険の保険金

請求事例は幸いなことにまだない。

当クラブの第2の遭難対策として、メンバに万一

の事故が発生した際に発生する多額の経済的負担を

軽減するため、メンバ全員で年間3000円を遭難対

策基金として積立てている。幸いこの15年の間に遭

難積立基金を取り崩すような事例がないため、現在

遭難対策積立金総額は181万円に達している。なお、

本遭難対策積立金の支払い対象は、TTC 主催山行だ

けではなく、TTC メンバが個人山行として実施した

山行の場合であっても、事前に当クラブに山行届兼

山行計画書を届け出た山行において発生した遭難事

故に対しては、TTC 主催山行の場合と同様に、TTC

として遭難救助を支援するとともに、前述の山岳
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図9. .個人山行届件数の年度推移
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保険で賄いきれない費用について、積立金を取り崩

して支払う規定になっている。その前提となるメン

バが個人的に実施する山行に対する個人山行届兼計

画書のTTCへの提出を啓蒙しているが、届け出の提

出件数は、図9に示すように全体として伸び悩んで

いる。
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図１０. 山行カンパ金の年度別拠出額

山行ｶﾝﾊﾟ金累計：
約71万円

2.6 クラブ運営費と共同装備品の整備

クラブ運営の財政基盤をなすクラブ運営費用は、

TTC 創設以来、基本的に月額 300 円の会費で賄って

いる。TTC 活動の基本は山を愛するメンバの自発的

なボランティア活動が基本である。従って、世話人

やリーダ、執行担当者に報酬は一切支払っていない。

また、新規メンバの入会時に入会金を徴収するよう

なことも一切していない。TTC 発足当時は、クラブ

が毎月発行するTTC通信、例会議事録の他、大量に

発行する山行計画書や山行記録等の資料は全て紙に

印刷して、メンバにその都度郵送していたため、そ

の経費を月額300円の会費で賄うことが困難になり、

会費値上げを考えざるを得ない時期もあった。しか

し、当クラブは、メンバの平均年齢が 50 歳代～60

歳代であるにも拘わらず、大部分のメンバはパソコ

ンを所有し、電子メ－ルでコミュニケ－ションをと

ることが可能な状況にあった。そこで、ＩＴが不得

意なメンバに対しては、ＰＣ教室を開催して、ＰＣ

の操作方法やメ－ルの使用方法を覚えてももらう等

の方策を進めながら、前記資料配付を全て電子メ－

ルに添付した電子ファイル配付方式に改めた。この

結果、TTC の運営経費は劇的に軽減し、月額 300 円

の会費のみで余裕を持って運営できるまでに改善で

き、複合ＯＡ機等の高額備品もこの会費の中から購

入している。ちなみに、2011年現在のTTC現役メン

バ 49 名のＰＣ保有兼電子メ－ル使用者は 45 名／

91.8％に及んでいる。

TTC の財政を支えるもう一つの柱に山行カンパ金

会計がある。TTC 主催山行に際し、費用実費を計算

して、その金額に見合う費用を参加メンバから徴収

する際、費用徴収を簡素化するため、集金は100円

単位までとし、一人あたり100円以下の端数は余剰

金として、TTC にカンパすることにした。その後、

テントやツエルト、ザイル、無線機等をTTCの共同

装備品として、取りそろえる必要が出てきた。また、

5周年記念誌や10周年記念誌の発行経費を捻出する

必要性が生じた。そこで、カンパ金の金額を少し膨

らませ、山行参加者から、一人・一回当たり、百数

十円～2 百数十円程度カンパ頂く現行の山行カンパ

金会計制度ができあがった。図10にカンパ金拠出額

の年度推移を示す。年度によってバラツキはあるも

のの、年間4～7万円程度集まり、この14年間で、

総額約 7１万円のカンパ金が拠出された。山行カン

パ金は、表10に示すTTC共同装備品リストに記載さ

れているとおり、44.4万円が共同装備品の購入に充

てられ、約15万円が2冊の記念誌発行経費に充当さ

れた。また、2011年 3月には、山行カンパ金から10

万円を東日本大震災義援金として拠出した（TTC の

義援金拠出金総額は32.9万円）。このようにして、

山行カンパ金は月額300円の会費と並ぶTTCの 2大

資金源として、山行活動に有効に活用されている。

2.7 広報活動とTTCホ－ムペ－ジの運用

TTCメンバ向けの広報活動の両輪として、TTC通信

と例会議事録が毎月一回発行され、メンバに配付さ

れている。TTC 通信には、例会や世話人会での決定

事項の周知、前回のTTC通信発行以降に実施された

山行の実施状況、至近に実施される山行予定の状況、

新規加入メンバの紹介、次回例会や安全登山教室の

会場や実施時間等の周知事項の他、連載記事として、

メンバが順番で登場する連載投稿コラム「私の一山」

に続いて、「山に想う」シリ－ズを掲載中である。ま

た、その他、安全登山豆知識シリ－ズとして、種々

の安全登山に関する知識や動向、「山の花・野の花」

のタイトルで、季節に応じた高山植物の写真とその

特徴について解説したコラム等を掲載している。TTC

通信を発行し始めて12.5年目の150号から、紙面を

A4 版１ペ－ジ構成から 2 ペ－ジ構成に充実させ、

2011 年 12 月号で、No.177 を刻んでおり、TTC メン

バに広く愛読されている。なお、この5年間に発行

されたTTC通信は第2部資料集1に収録されている。

TTC 例会開催前には世話人会、安全登山教室並び

に月例会の議事内容について案内が配付される。ま

た、例会終了後には、例会で配付された資料のリス

ト、討議された議題や決定事項、新たに募集された

山行への応募状況や CL／SL 等のパ－ティスタッフ

名、例会出席者名等を記載した例会議事録が作成・
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配付される。出席できなかったメンバであっても、

この例会議事録とTTC通信を一読することにより、

クラブの活動状況を正確に把握でき、全メンバで情

報を共有することが可能である。

TTC 活動の証となる年度総会資料、山行計画書、

山行記録、山行参加者名簿、安全登山テキスト、TTC

通信、例会議事録等のTTCが発行する全ての公式資

料は、資料保管係によって電子ファイルの状態で保

管管理されている。また、TTC 主催山行の際に写真

撮影係等によって撮影されたデジカメ写真デ－タも

同様に写真保管係の手によって一括保管管理されて

いる。

次にTTC公式ホ－ムペ－ジ(ＨＰ)の運用状況につ

いて述べる。TTCのＨＰはＫ氏の努力によって2003

年度に立ち上げ、2006年度には、ファイル容量を従

来の10倍の1GBに増やすとともに、内容の充実を図

り、現在に至っている。2003年時点から2011年12

月までの年間アクセス数の年度推移を図11に示す。
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図.11. HPへのｱｸｾｽ数推移

ＨＰへの年間アクセス数は、内容の充実を図った

2006年度以降、それまでの年間2000～3000件から、

4000～6000件へと倍増し、今日に至っている。この

間、個人情報保護法が施行されたのに伴い、2007年

１月にはTTCメンバ並びにそれ以外の個人の情報が

ＨＰに不用意に露出しないよう運用規定を定めた。

具体的には、TTC メンバ以外の個人が識別できるよ

うな写真は、当該個人から掲載許可を得た場合を除

いて掲載しない。山行実施記録等に従来記載されて

いたTTCメンバの氏名等を削除する。メンバ向けに

発行されるTTC通信並びに山行計画書等は、パスワ

－ド付の会員専用ペ－ジに移し、メンバ外非公開と

する等の措置を講じた。なお、2011 年 12 月に会員

専用ペ－ジのパスワ－ドが外れて、メンバの個人情

報が記載されていた山行計画書等がネットに流出す

るインシデントが発生したことから、それ以来会員

専用ペ－ジの運用を停止している。

ＨＰの公開ペ－ジには、TTC 主催山行を実施する

たびに、その際のスナップ写真と山行実施記録が迅

速にアップロ－ドされており、その他に、TTC の主

な規約･規定類集、「10 年間の TTC の歩み」、新規会

員募集案内等が掲載されている。TTC会員の大半は、

新規の山行記録がアップロ－ドされる度に頻繁にア

クセスしている。記録に残る TTC－ＨＰへのアクセ

ス件数のうち、TTC関係者以外の方のアクセス比率

がどのくらいあるのかは定かではないが、TTC への

問い合わせと入会希望者のほとんどが、ＨＰを閲覧

してアクセスしてきていることから、TTC を外部に

ＰＲするためのツ－ルとして十分機能しているもの

と評価される。事実、2009 年 10 月 3 日の朝日新聞

朝刊第２神奈川北版に、TTC のＨＰを閲覧した記者

により、TTCの紹介記事が掲載された。

最後に、デジカメ写真デ－タのメンバ間のやりと

りに関するＩＴ化のトピックスをもう一つ紹介する。

従来、山行時に撮影した写真は、印画紙にプリント

してメンバに配付したり、デ－タを移したUSBメモ

リでやりとりするか、迅速を要する場合は、デジカ

メデ－タをメ－ルに添付して関係メンバに配付して

いた。この場合、大容量の写真デ－タを個人のメ－

ルに添付して送付することにより、個人のＰＣがハ

ングアップして動かなくなる等のトタブルが続発す

るようになった。このトラブルを解決する方法とし

て、2008年後半頃から、Canonや Yahooが運営する

専用のアドレスにWebアルバムとして撮影したデジ

カメデ－タをアップロ－ドしておき、そのアドレス

をTTCメンバにメ－ルで公開することにより、写真

が必要なメンバがWebアドレスにアクセスして、必

要な写真を各自でダウンロ－ドする方式を浸透させ

た。これにより大容量の写真デ－タのやりとりに伴

うＰＣトラブルの問題が一挙に解消し、TTC におけ

る写真配付のスタンダ－ドとして定着している。

2.8 リ－ダ層の育成と世代交代

TTC創立から10年間は、TTC創立以来のメンバで

ある３名の男性メンバが、TTC 主催山行の大半のＣ

Ｌを担当し、TTC の山行活動を実質的に支えてきた

ことは、10周年記念誌「やまなみNo.２」の『10年

間のTTCの歩み』に述べられている。この時点で上

記3名の主要メンバも60歳後半の年代を迎えたこと

から、このままでは早晩TTC活動が継続できなくな

るとの危機感から、リ－ダ層の育成が急務であり、

最重要課題であるとの認識に立ち、2005年ころから、

これまでのメンバ内からのリ－ダの育成と新規加入
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07-11年度

97-06年度

した若手メンバを世話人に登用した上、リ－ダとし

て育成する種々の方策を講じてきた。それらの施策

が徐々に実り、この５年間にニュ－リ－ダが次々に

育ち、リ－ダ層の世代交代が確実に進展している。

図12にTTC創立後10年間の個人別リ－ダ担当回

数と、最近5年間の個人別リ－ダ担当回数に分けて、

グラフにして示した。最近5年間に、前述した3名

の男性がＣＬを担当した回数は激減し（担当比率：

65%から23.4％に）、それに代わって、男性Ｄ～男性

Ｊまで７名のリ－ダが交代でリ－ダを担当するよう

になってきており（7名で70.5％）、その内、男性Ｄ

を除く6名は、５年前まではTTC山行リ－ダを経験

したことがほとんどない新メンバである。ただし、

ひとつ気になる点は、男性リ－ダが育ってきたのに

反比例するように、女性がリ－ダを務める山行が激

減してしまったことである。このデ－タから、メン

バの過半数を占める女性メンバからのリ－ダ層育成

には成功していないことがわかる。この点に関して

は、当クラブの今後の重要課題の一つであるといえ

る。

TTC の諸活動を後輩メンバにスム－ズにバトンタ

ッチしていく上で、もう一つクリアしなければなら

ない問題として、執行体制の交代がある。具体的に

は、現担当者の個人的なスキルと多大なボランティ

ア精神で成り立っているTTC通信の編集担当者とホ

－ムペ－ジ管理者の後継者の目処が完全に立ってい

ないことである。しかし、新たに担当する後継者の

身の丈にあった方法と内容に変えながら、TTC 創立

時の高い理想を受け継いだ活動を続けて行って頂け

れば良しとしたい。

３．むすび

2007 年度から 2011 年度までの最近 5 年間の TTC

の活動内容について、客観的デ－タに基づいて、出

来るだけ定量的かつ具体的に述べた。創立15周年を

契機にTTCの活動の中心は、創立以来の主力メンバ

から新たに育った新リ－ダ層にバトンタッチされる

ことになろう。本文はTTC活動を正確かつ詳細に記

述した5年間の活動記録であり、次の20年周年に向

けての活動方針を定める際の参考資料として十分役

立つ内容になっている。今後TTCが飛躍するための

参考資料として有効に役立てていただければ、編集

者としてこれに勝る喜びはない。

TTC 創立以来掲げてきた TTC の高い理想を堅持し

つつ、新たな執行体制のもと、新たな発想により、

小さくてもきらりと光る地域山岳同好会として TTC

を益々発展させて頂けたらと願っている。

【文責：三村 義昭】

付属資料：2006年度～2011年度までのTTC主催年間

山行実施結果一覧。
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